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冬号

「からふる」は、千歳市の特色ある教育や学校の取組を広く紹介するために、年4回発行する季刊紙です。子どもたちや学校
にはそれぞれの特徴があります。その個性がさらに色鮮やかに輝いてほしいという願いを込めて「からふる」と名づけました。

小学校実技 女子は初めて全国平均を上回る結果に！

全国を上回った種目は男子６種目、 女子５種目！

【男子】 【女子】

【男子】 【女子】

女子は昨年から大幅に向上、 全国との差が縮まる！

全国を上回った種目は男子５種目、 女子３種目！中学校実技
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【体力合計点】(男子/女子)

◆全国を上回った種目
男子：握力・上体起こし・反復横とび・

20ｍシャトルラン・立ち幅とび・
ソフトボール投げ

女子：握力・上体起こし・反復横とび・
立ち幅とび・ソフトボール投げ

◆全国を上回った種目
男子：握力・上体起こし・長座体前屈・

立ち幅とび・ハンドボール投げ
女子：握力・長座体前屈・ハンドボール

投げ

【各種目の状況】
全国平均を100とした場合の数値を
レーダーチャートで表示しています。

　千歳市は、毎年、体力・運動能力向上に係る実践協力校を指定し、体育の授業改善を通して、一定の成果を上げています。
　平成30年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査では、実技８種目のうち、小学校は男子６種目・女子５種目、中学校は男子
５種目・女子３種目において全国平均を上回り、小学校女子では初めて体力合計点が全国平均を上回る結果となりました。
○調査対象…小学校５年生及び中学校２年生　小学校17校838人　中学校９校710人
○調査内容…実技に関する調査、運動習慣・生活習慣等に関する質問紙調査、子どもの体力向上に係る取組等に関する質問紙調査
（実技は、握力・上体起こし・長座体前屈・反復横とび・20ｍシャトルラン・50ｍ走・立ち幅とび・ソフトボール投げ（ハンドボール投げ）の８種目）
○調査実施日…平成30年４月から７月末までの期間で実施

平成30年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果
小学校男女・中学校男子、全国を上回る！
中学校女子、大幅に向上！全国との差が縮まる！体力合

計点

Ｈ29 Ｈ30
千歳市 55.07 54.75 55.11 56.05
北海道 53.95 55.23 53.98 55.58
全　国 54.16 55.72 54.21  55.90

Ｈ29 Ｈ30
千歳市 41.91 46.35 43.98 50.00
北海道 41.19 46.59 41.32 47.22
全　国 42.11 49.97 42.32 50.61



　平成31年度の教育予算（案）は、総額約34億６千万円で内訳は下記円グラフのとおりです。
『未来への飛翔・すべては子どもたちのために』を基本とした教育施策を一層推進します。

習熟度別少人数指導の実施
習熟度別少人数指導の実施を目的
に「学習支援員」を小学校13校と
中学校６校に配置します。

◇学習支援員◇
小学校：22人
中学校： ８人

特別支援学級を増設
特別な支援を要する児童の教育環境を充実するた
め、平成31年度から信濃小学校と高台小学校に特
別支援学級を開設します。

奨学金の交付枠の拡大
学習に対する意欲や能力があるにもかかわらず、
経済的な理由によって就学が困難な高校生及び大
学生に対して交付する給付型奨
学金の交付枠を拡大します。

◇交付人数◇
高校生：60人→75人
大学生：25人→40人

北陽小の教育環境改善のため
分離校の建築設計を実施
全国一の過大規模校である北陽小学校の教育環境
を改善するため、平成34年度の分離校開校に向け
て、建築・土木設計に着手します。

ICT機器を活用した教育の推進
小中学校では、コンピュータ教室での調べ学習や
全教室に配置した電子黒板、実物投影機等のＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を推進しています。
平成３0年度から２か年計画で、
全小中学校のコンピュー
タ教室に配置している
パソコン機器を更新し
ています。

◇平成31年度更新数◇
小学校：７校・280台
中学校：３校・120台

学校施設の設備
老朽化した校舎の外壁や教室、廊下天井、エレベー
タ、講堂のトイレ、屋上防水
の改修工事、ボイラー等の更
新工事を計画的に進めます。

・小中学校改修工事：９校
・小中学校ボイラー等更新工事：３校

小中学校司書の配置
図書の分類整理や配架、選
書などの学校図書館の運営
支援を行う学校司書を全小
中学校に配置し、司書教諭
や図書館担当教員と連携し
て、読書環境の充実、授業
や調べ学習における学校図
書館の活用の推進を図りま
す。

◇配置数◇
１校あたり年732時間

（平均122日）

保健体育費
937百万円

【歳出合計：3,460百万円】

学校保健、学校給食、
体育振興など

社会教育の振興、
青少年対策など

幼稚園教育
の振興 中学校の管理

運営など

教育委員会の
運営など

社会教育費
582百万円

幼稚園費
65百万円 中学校費

439百万円

教育総務費
413百万円

小学校の管理
運営など

小学校費
1024百万円

平成31年度主な教育施策（骨格予算案）の概要



学校の特色ある取組を紹介します！

　駒里小学校では、生活科・総合的な学習の時間に「駒里から学ぼう」と、地域教材を
活用した「駒里探検隊」という課題解決的な学習を進めています。

　今年度は、「産業」をテーマに、地域の事業所（軽種馬や乳
牛の牧場、鶏卵農場）の協力をいただき、学習をしました。
　学習を通して、身のまわりに豊かな自然があることやその自
然を生かした産業が根付いていることに気づくことができ、郷
土を知り誇りに思う態度が育っていきます。
　次年度は、美々川や美々貝塚など、「自然・文化」について学習する予定です。

　北陽小学校では、児童会役員に立候補する公約の中に「いじめへの取組」について記すことが条件としてあ
ります。今年の児童会役員は「いじめのゼロ」に向け、ポスターを見た人たちが前向きに考えられる内容を考

え、全校児童に向けて校内に掲示しています。
　また、気持ち良い１日のスタートを切るために生活委員会と連携し、
全校みんなで「ハイタッチ運動」を展開しています。本校は1500人近
い児童数がいる大きな学校のため、児童同士がお互い、顔と名前を覚え
きれないことも多いのですが、この「ハイタッチ運動」を通して、コ
ミュニケーションを深めようと取り組んでいます。

　地域の基幹産業である農業について、実際に体験を通して学習するとともに、食の大切さに
ついても考えを深める取組を行っています。主にかぼちゃの栽培を行い、収穫したかぼちゃは

東千歳秋祭りで販売し、売上金はミャンマーの中学生の教育支援のた
めのダルニー奨学金に募金をしています。また、支援した子どもたち
と手紙での交流を促進し、コミュニケーション力の向上を図るととも
に、ミャンマーの現状について調べ学習を行い、秋祭りで情報発信を
しています。

　千歳市では、平成30年４月から「千歳市小中連携・一貫教育推進基本方針」の中核的な取組として調査研究実践モデル校
区事業を青葉中学校区（青葉中学校、日の出小学校、祝梅小学校）及び東千歳中学校区（東千歳中学校、東小学校）で開始し
ました。
　青葉中学校区では、新体力テストの合同実施や中学校教員による算数科及び理科の乗り入れ指導、漢字や数学、英語などの
各種検定、クリーン登校日、ゴミバスターズが実施されました。新体力テストの合同実施では、小中学生が相互に影響し合う
ことで記録の向上につながったほか、教員からは、小学生を指導することによる中学生の自己有用感の高まりを感じることが
できたとの声があげられました。
　東千歳中学校区では、新体力テストの合同実施や中学校教員による図画工作科の乗り入れ指導、合同授業、引き渡し下校訓
練・避難訓練、合同地域清掃を実施したほか、小学生が中学校の卓球部の練習へ参加するなど、相互で連携が図られました。

駒 里 小 学 校

北 陽 小 学 校

駒里探検隊 ～学校と地域が一体となった取組～

児童の主体的な活動をめざして ～いじめゼロの取組～

農業体験学習 ～地域に根差した活動、世界に目を向けた活動～東千歳中学校

９年間の学び ～小中連携・一貫教育～
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　12月22日(土)から25日(火)まで姉妹都市の鹿児島県指宿市から小学６年生16名が千歳市にやって来ま
した。姉妹都市が締結された翌年から始まった両市の交流事業は今回で24回目となりました。
　昨年８月には千歳市の小学６年生が指宿市を訪れて交流しましたが、今度は千歳市の児童が歓迎しまし
た。子どもたちはホームステイやスキー体験、丸駒温泉旅館での合同宿泊などを通して夏に結んだ友情を
さらに深めていました。交流した指宿市の児童からは、「スキー体験が楽しかった！」「また千歳に来た
い！」などの感想が寄せられました。

　11月24日(土)に北ガス文化ホールで「なかよしさわやかＤ
ＡＹいじめシンポジウム」を開催し、市内小中学生・保護者・
教員など約300人が参加しました。
　基調講演では、こころ応援家・心理カウンセラーのつだつよ
し、氏から「認めあおう、支えあおう、大切にしたい思いやり

の心」をテーマとして心理学を交え
た楽しくわかりやすいお話しをして
いただきました。その後、北陽小・
泉沢小・東千歳中・勇舞中の児童生
徒、千歳中の教員・市Ｐ連の方から
提言発表があり、いじめをなくす取
組の情報の共有が図られました。

　１月７日(月)～13日(日)に、埋蔵文化財センターで、体験
学習会「勾玉をつくろう！」を開催しました。
　勾玉は、古代の日本における装身具の一つで、祭祀にも用
いられたと言われています。勾玉づくりは、延べ６日間の
開催で、幼稚園児から70歳代まで延べ30名が参加し、参加
者からは「久しぶりに親子で一緒の作業ができて楽しかっ
た」、「昨年から参加して、今年も楽しくできた」などの声
が寄せられました。

　現在、ＰＣ教室用コンピュータの更新整備を行っており、
平成30年度は、３月までに小学校10校、中学校４校の学習
者用コンピュータ400台を更新します。
　この事業は、防衛省の「特定防衛施設
周辺整備調整交付金」を活用しており、
平成31年度には、残りのすべての学校
について、更新整備を行うこととしてい
ます。

　12月５日(水)に今年度２回目となる総合教育会議を開催し
ました。
　山口市長と４名の教育委員、宮崎教育長は、４月に小学６
年生と中学３年生を対象に行われた全国学力・学習状況調査
の結果と市内中央に所在する国指定史跡キウス周堤墓群を含
む世界遺産候補「北海道・北東北の縄文遺跡群」を議題とし
て、子どもたちの学習習慣の状況に
ついて本や新聞を読むことの重要性
や、世界遺産登録に向けた市民への
関心を高める方法、今後の活用につ
いて活発に意見を交わし課題を共有
しました。

　桜木小学校では学校司書やお話の会、図書サークルの方々の協力をいただきながら、子どもたち
が利用しやすく、本に親しみを持つことができるように学校図書館づくりを進めています。

　学校の特色のある取組として、「桜木ブックカフェ」があります。
　これは、体育館前廊下に絨毯や机、椅子、本棚を置いて休み時間にく
つろぎながら本を読んでもらおうというものです。期間は１週間で、子
どもたちは自分で図書館から本をもってきて読むこともできます。
　こうした取組を通して、多くの子どもたちが読書に親しみ、図書館から本をたくさん借りて読ん
でもらえるように取り組んでいます。

　末広小学校ＰＴＡは今年度、学年・研修・生活・広報・厚生の５つの委員会を構成し、活動しまし
た。また、委員会以外にも「諸活動グループ」として、千歳神社祭典巡視、花壇整備作業、図書ボラン
ティアなど９つのグループを作り、全家庭がＰＴＡ活動に積極的にかかわることができるようにしてい
ます。７月に行った環境整備作業では、厚生委員会と環境整備作業グループが連携して、トイレと校舎
の窓の外側の清掃を行いました。子ども達の過ごしやすい環境作りと保護者間の交流を深めています。

指宿市の小学生が千歳市に来ました！

いじめシンポジウムを開催しました！

縄文文化を知ろう！～勾
ま が た ま

玉づくり体験～ ＰＣ教室用コンピュータを更新します！

総合教育会議を開催しました！

桜木小学校　～我が校の図書館～

末広小学校　〜わたしたちのＰ活動〜


